
授業概要

　この授業は、子どもの言語能力を育成する指導力を身に付けることを目的とします。
　そのために、まず基本となる小学校学習指導要領に示されている国語科の目標、学年の目標及び内容（言語の特
徴や使い方に関する事項、情報の扱い方に関する事項、我が国の言語文化に関する事項、Ａ話すこと・聞くこと、Ｂ書
くこと、Ｃ読むこと）について十分に理解します。そして、小学校の国語科の教材を用いて、教材分析、学習指導過程の
作成、模擬授業等を行い、国語科の教科指導力を身に付けます。

関連する科目 事前に、国語を受講しておくことが望ましいです。 履修後は、他教科の教科教育法を受講することが望ましいです。

開講キャンパス 都城キャンパス

科目コード 750090 配当学年 ２年次

科目名称 [英語名称] 教科教育法（国語）　[Teaching Methodology for Japanese Langua
ge]

単位数 2

開設学科 子ども教育学科

授業形態 講義

学位授与の方針
との関連 DP1(1) DP2(1) DP2(2) DP3(2)教員氏名 瀬尾　真路

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修
授業中に次回の授業内容を予告します。
予習：次回の授業内容を熟読し、重要な箇所にフェルトペンなどでマークして事前に把握する。（１時間程度）
復習：学年の目標や指導事項等の要点、学習指導の在りについてまとめる。（１時間程度）

授業の到達目標
１　話す・聞く能力を育てる学習指導について理解し、授業構想力・実践力を身に付ける。。
２　書く能力を育てる学習指導について理解し、授業構想力・実践力を身に付ける。
３　読む能力を育てる学習指導について理解し、授業構想力・実践力を身に付ける。

小学校学習指導要領解説国語編（平成２９年７月：文部科学省）|必要に応じて資料を配付します。テキスト

○　自己評価票に記載された課題について
は、 　次回の授業の初めに説明します。 ○
　小テスト、最終試験は評価後解説します

課題に対する
フィードバック

以下の項目に基づいて評価します。|　小テスト
３０点|　（第４回、第８回、第１２回に実施）|　最
終試験７０点

評価方法

なし

参考書

自己評価票（学んだこと、授業に対する感想・意見・課題）を出席の確認に使用します。備考

授業計画

第１回：小学校時代の国語科の授業を想起し、国語科の目標や内容についてまとめます。
第２回：言葉の特徴や使い方に関する事項の指導内容についてまとめます。
第３回：我が国の言語文化に関する事項等の指導内容についてまとめます。
第４回：Ａ話すこと・聞くこと～「話すこと・聞くこと」の指導事項や言語活動例を分析し、指導の系統を明らか
　　　　　　　　　　　　　　　にします。
第５回：Ａ話すこと・聞くこと～小学校第２学年の教材を用いて教材分析を行います。
第６回：Ａ話すこと・聞くこと～教材分析を基に１単位時間の学習指導過程を作成します。
第７回：Ａ話すこと・聞くこと～模擬授業を行い、「話すこと・聞くこと」の指導の在り方についてまとめます。
第８回：Ｂ書くこと～「書くこと」の指導事項や言語活動例を分析し、指導の系統を明らかにします。
第９回：Ｂ書くこと～小学校第３学年の教材を用いて教材分析を行います。
第10回：Ｂ書くこと～教材分析を基に１単位時間の学習指導過程を作成します。
第11回：Ｂ書くこと～模擬授業を行い、「書くこと」の指導の在り方についてまとめます。
第12回：Ｃ読むこと～「読むこと」の指導事項や言語活動例を分析し、指導の系統を明らかにします。
第13回：Ｃ読むこと～小学校第４学年の説明的な文章の教材分析の視点についてまとめます。
第14回：Ｃ読むこと～小学校第４学年の説明的な文章の教材を用いて教材分析を行います。
第15回：Ｃ読むこと～「読むこと」の指導の在り方や国語科の授業設計についてまとめます。
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授業の進め方と方法

教員が指導する場面と学生が考え創造する場面を区別して授業を展開します。 〇　国語科学習指導に必要な基礎
的・基本的な事項については講義中心で授業を展開します。 〇　教材分析や学習指導過程の作成、模擬授業等につ
いてはアクティブ・ラーニング型の授業で展開します。 　＊　まず個人で考え、次にグループワークで考えを深め、最後
にプレゼンテーションをして全体でまとめていきます。 毎回、授業の終わりに自己評価票（学んだこと、授業に対する
感想・意見・課題）を記入し提出します。

実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング ○

9 -


